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To Our Shareholders株主の皆さまへ

ヤスハラケミカル株式会社
代表取締役社長

　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼を申しあげます。
　さて、第67期の事業概要についてご報告申しあげます。
　当事業年度における日本経済は、インバウンド需要の増加や、雇用・所得環境の改善を背景に
緩やかな回復傾向となりました。一方で、円安による物価上昇や資源・エネルギー価格の高止まり、
不安定な世界情勢の影響等、依然として先行きは不透明な状況が続いております。
　当社を取り巻く経営環境についても、原材料価格やエネルギー価格の高騰による製造コストの
上昇、製品の価格競争等により、引き続き厳しい状況が続いております。
　このような経済情勢のなかで、高付加価値製品の研究・開発、国内外の新規顧客の開拓、既存取
引先との関係強化に努める一方、生産効率の向上や業務の効率化をはかり、収益の確保に努めて
まいりました。
　以上の結果、当事業年度の売上高は14,661百万円（前事業年度比111.1％）と増収になり、経常
利益は1,882百万円（前事業年度比160.4％）、当期純利益は1,376百万円（前事業年度比
236.1％）と増益になりました。
　今後は、高付加価値製品の研究・開発に引き続き注力するとともに、国内外市場における新規
取引先の開拓、既存取引先との関係強化を積極的に進めてまいります。また、これまで以上に生産
の合理化や業務効率の改善による生産性の向上をはかり、収益性の改善に全社をあげて取り組ん
でまいります。更に、人材育成を重要課題の一つと捉え、社員の知識・技術の向上や意識改革をは
かり、企業体質の更なる強化に努めてまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、今後ともより一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い
申しあげます。

Financial Highlights財務ハイライト
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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Segment Review部門別の概況

　当社が、創業以来、「自然由来」の化学原料を社会に提供していることを積極的に
アピールしていくために、コーポレートコミュニケーションへの取り組みを強化しま
した。
　まず初めに当社のイメージをわかりやすく伝えるために、タグラインの制定とコー
ポレートムービーの作成を行いました。タグラインについては社員アンケートの結果、
「Nature-Driven Futures（自然由来が創る未来）」という言葉を採用することとな
りました。
　また、コーポレートムービーの作成に関しては、多くの社員にも参加してもらうこ
とで、社員一人ひとりが、自分たちの会社が「自然」に近い企業活動をしていること、
それが「未来」へつながっていることを改めて考えるきっかけとしました。
　さらに、国内外の展示会や情報交流会へも積極参加を計画し、国内では「サスティ
ナブルマテリアル展」に、海外ではアメリカのフロリダで開催された「PSTC
（Pressure Sensitive Tape Council）Tapeweek 2024」に参加しました。今後も
積極的に展示会等に参加し、当社のプレゼンス強化に努めていく予定です。

コーポレートコミュニケーションによるプレゼンス強化

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

ハイライト

テルペン化学製品部門
　粘着・接着用樹脂においては、自動車用品用途のテルペ
ン樹脂及び変性テルペン樹脂に加え土木用途のテルペン
フェノール樹脂が好調に推移しました。また、化成品にお
いては、木工用途のワックスが低調に推移した一方、電子
材料分野が好調に推移しました。その結果、部門全体の売
上高は前事業年度比112.3％と増収になりました。
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注）当事業年度より、テルペン樹脂部門及び化成品部門をテルペン化学製品部門へ区分を変更しております。

　ラミネート品においては、光沢化工紙用ラミネートフィ
ルムが好調に推移しました。その結果、部門全体の売上高
は前事業年度比102.7％と増収になりました。
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　ホットメルト接着剤においては、食品用途の押出グレー
ドが好調に推移しました。その結果、部門全体の売上高は
前事業年度比108.5％と増収になりました。

ホットメルト接着剤部門
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サスティナブルマテリアル展 2024 東京会場
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前事業年度
2023年4月1日～2024年3月31日

当事業年度
2024年4月1日～2025年3月31日

前事業年度比

売上高 13,192 14,661 111.1 ％

売上原価 10,537 10,823 102.7 ％

売上総利益 2,655 3,837 144.5 ％

販売費及び一般管理費 1,973 2,017 102.2 ％

営業利益 681 1,820 267.2 ％

経常利益 1,173 1,882 160.4 ％

当期純利益 583 1,376 236.1 ％

Financial Statements財務諸表
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

損益計算書

貸借対照表

キャッシュ・フロー計算書
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株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

ワ イ エ ス 興 産 有 限 会 社 1,237 13.6

安 原 禎 二 1,186 13.1

ヤスハラケミカル取引先持株会 983 10.8

沖 津 妙 子 514 5.7

株 式 会 社 中 国 銀 行 439 4.8

有 限 会 社 マ キ 403 4.4

有 限 会 社 宗 江 273 3.0

後 藤 一 紀 245 2.7

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 221 2.4

ヤスハラケミカル従業員持株会 191 2.1

（注）1.‌�当社は、自己株式を1,763,977株保有しておりますが、上記大株主からは除外
しております。

　　2.持株比率は自己株式数を控除して計算しております。

 大株主（上位10名）

 所有者別株式保有比率

 発行可能株式総数
 発行済株式の総数
 株主数（自己株式1名含む）

22,000,000株
10,839,663株

1,774名

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

期末配当金受領株主確定日 3月31日

中間配当金受領株主確定日 9月30日

定時株主総会 毎年６月に開催

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541－8502 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
電話0120－094－777（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所スタンダード市場

公告方法 日本経済新聞に掲載

（ご注意）
1．株主さまの住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお
取り扱いできませんのでご注意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左
記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せくだ
さい。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお
支払いいたします。

株式の状況（2025年3月31日現在） 会社の概況（2025年3月31日現在）

株主メモ

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイン
の文字を採用しています。

金融商品取引業者
15名
89,802株（0.8％）

その他の法人
41名
2,400,186株
（22.1％）

外国法人等
24名
179,841株（1.7％）

金融機関
10名
1,246,496株（11.5％）

個人・その他
1,683名
5,159,361株（47.6％）

自己株式
1名
1,763,977株（16.3％）

1,774名
10,839,663株
（100.0％）

（注）（　）内の数値は株式数の比率を表示しております。

役員（2025年3月31日現在）

代表取締役社長 安 原 禎 二
取締役 新井隆太郎 営業部長
取締役 原 田 桂 子 経営統括本部長
取締役 栗 本 倫 行 生産本部長
取締役（常勤監査等委員）中 居 英 尚
取締役（監査等委員） 神 原 宏 尚
取締役（監査等委員） 前 岡 　 大
（注）‌�取締役（監査等委員）神原宏尚氏及び前岡大氏は、社外取締役で

あります。

商号 ヤスハラケミカル株式会社
YASUHARA CHEMICAL CO., LTD.

創業 1947年４月
設立 1959年２月24日
資本金 1,789,567,460円
従業員数 231名
主な事業内容

テルペン化学製品部門　テルペン系樹脂
合成香料原料、テルペン溶剤、ワックス

ホットメルト接着剤部門　ホットメルト接着剤
ラミネート品部門　光沢ラミネートフィルム

営業所及び工場
本 社 〒726-0013 広島県府中市高木町1071番地

東京事務所 〒104-0031 �東京都中央区京橋一丁目６番１号� ‌
三井住友海上テプコビル５階

研 究 所 〒721-0956 広島県福山市箕沖町117番

鵜 飼 工 場 〒726-0002 広島県府中市鵜飼町800番111

福 山 工 場 〒721-0956 広島県福山市箕沖町117番

新居浜工場 〒792-0892 愛媛県新居浜市黒島一丁目７番７号

ホームページ https://www.yschem.co.jp/


